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VERAおよびJVNに関わる 
電波天文周波数保護の現状 

亀谷 收 国立天文台水沢／電波天文周波数小委員会 



日本の周波数分配 



電波天文割り当て周波数 
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 連続波（ continuum）： 

電波天文保護バンド 



VERA水沢局での混信（2GHZ） 



受信設備申請： 指定されていない
と立場が弱い！ 
・VERAの電波天文業務受信設備指定は 
 2010年12月に10年間の更新され、官 
 報に掲載。 
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・準備中？：国土地理院・筑波大、東北大学、山口、茨城、岐阜、大阪府立大、、、 

 ・ 早稲田大パルサー観測所の申請したが、認められなかった。 

・電波受信局の総務省への申請のサポートします！ITU登録へ 



  電波天文周波数小委員会 2013年7月現在 
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電波天文周波数小委員会 （干渉源の動向 １） 

*** 22/ 23GHz帯観測への影響 *** 
 

＊ 東日本大震災以降の災害対策業務：  
  

 23GHz帯CATV無線伝送 (23.2-23.6GHz帯) 
  ・災害時ケーブル切断への緊急無線対応 
  ・アンモニア観測(23.6-24GHz帯)に隣接 
    干渉回避マップ利用で干渉影響を避ける、事前・事後の協議 
 
 

  ・災害時利用の前提からそれ以外の業務利用に関連電波法関係省令等   
   の改正提示 
    総務省保護指定外の観測所の扱い？  
    (懸案事項：国際無線通信規則の脚注5.340, 5.149と総務省保護指定） 
 

    



23GHz帯観測所連絡先リスト（非表示） 
     と干渉回避マップ(例：野辺山） 

 
総務省報告書から引用 

電波天文周波数小委員会 （干渉源との折衝 １） 

登録されている局とされていない局の差があります！ 



  電波天文周波数小委員会 （その他近況） 

電波干渉妨害要因とその対策：  
  

  ＊ 79GHz帯車載レーダ  （77-81GHz）実地試験、事前確認連絡あり  
    77.5-78.0GHz帯を無線標定帯域に追加提案中（WRC-15議題） 
   

 ＊ 21GHz次期放送衛星システム （21.4-22GHz）  
    22GHz水メーザ観測(22.01-22.21GHz 、22.21-22.5GHz)に支障？ 
     ｽｰﾊﾟﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ放送 (地デジTVの16倍解像度）2015年に実験放送スタート？ 

    NHK,B-satと定期的打ち合わせ                                     
 

 ＊ PLT/PLC(電力線搬送通信） 

  （2-30MHz） 

  総務大臣に“拙速な屋外利用を 

  進めないよう”に要望、記者会 

  見を設定 

  日本天文学会、地球電磁気・地球 

  惑星圏学会とともに）  
 



   電波天文を取り巻く状況はきびしい  

 

1. 電波天文観測環境を守る活動！ 
    電波天文周波数小委員会の定期開催、与干渉側と交渉、国内・国際会議 
    への参加 
 

2. 活動を取り巻く環境はきびしくなっている 
    社会的要請（災害対応など）、無線技術動向（周波数の有効利用） 
 

3. 総務省に各局の電波天文業務申請作業を早急に！ 
 

4. ITU-R (国際電気通信連合） への各局の登録が重要！ 
5. 最近の主な共用検討例 
    ･ 23GHz無線伝送： 一部答申、制度整備、応用拡張の法整備 
    ・ 1.6GHz 衛星携帯： インマルサット、スラヤ静止衛星、合意書締結 
                 グローバルサット 周回衛星 協議スタート 
    ・ UWB応用： 測位UWB報告書（案）、測地VLBIの干渉配慮 
    ・ 79GHz車載レーダ： RASとして、社会的要請と人命配慮、を考慮 
                 （一部答申済、実車テスト申請、WRC-15議題） 
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